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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における当社グループをとり巻く環境は、英国のＥＵ離脱や米国新政権の政策運営へ

の懸念など景気の先行きの不透明な部分があるものの、米国を中心とした先進国経済の回復、および中国経済の持

ち直しの兆しなど、総じて緩やかに回復基調で推移しました。 

 当社グループが属する半導体・液晶業界におきましては、スマートフォンやタブレット端末、車載関連向けなど

の電子部品の需要の拡大により、半導体メーカーの設備投資は活発に推移いたしました。また、液晶業界では中国

を中心としたテレビ向けの設備投資が堅調でありました。このような経営環境のなか、当社は株式会社ファシリテ

ィ及びその子会社２社並びに株式会社クォークテクノロジーを新たに連結子会社として、顧客ニーズに対応した装

置の開発と積極的な営業を展開してまいりました。 

 また、損益につきましては、株式会社クォークテクノロジーなどの貸倒引当金戻入額165百万円を営業外収益に

計上いたしました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は6,784百万円（前年同期比42.6％増）、営業利益777百

万円（前年同期比17.0％増）、経常利益974百万円（前年同期比49.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益

812百万円（前年同期比39.8％増）となりました。 

 セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

①プロセス機器事業 

 半導体装置部門につきましては、スマートフォンやデータサーバー用の電子部品の需要が好調であったため、売

上高は2,451百万円（前年同期比300.8％増）となりました。

 搬送装置部門につきましては、納期や価格は引き続き厳しい状況ですが、半導体の需要が増加していることによ

り、売上高は2,009百万円（前年同期比13.7％増）となりました。

 洗浄装置部門につきましては、前年と比較すると国内での洗浄装置販売が低調であったため、売上高は487百万

円（前年同期比52.4％減）となりました。

 コーター部門につきましては、中国における液晶装置の受注は増えましたが、装置の検収がなかったため、売上

高は425百万円（前年同期比35.6％減）となりました。

 以上の結果、プロセス機器事業の売上高は5,374百万円（前年同期比32.3％増）、営業利益723百万円（前年同期

比7.3％増）となりました。

②金型・樹脂成形事業

 金型・樹脂成形事業につきましては、価格競争の激化と海外子会社での人件費高騰により、厳しい状況は続いて

おりますが、スマートフォンなど電子部品の需要の増加による生産性向上により利益を計上することができまし

た。

 以上の結果、金型・樹脂成形事業の売上高は855百万円（前年同期比23.4％増）、営業利益58百万円（前期は営

業損失９百万円）となりました。

③表面処理用機器事業 

 表面処理用機器事業につきましては、当第２四半期連結会計期間よりファシリティの株式を取得し、報告セグメ

ントを追加しました。これにより、このセグメントの売上高は554百万円、営業損失４百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は148億96百万円となり、前連結会計年度末に比べ48億25

百万円の増加となりました。これは、受注の増加に伴う「たな卸資産」の増加が主な要因であります。固定資産の

残高は46億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ８億47百万円の増加となりました。これは子会社取得による

「のれん」の増加が主な要因であります。

（負債）

 当第２四半期連結会計期間末の流動負債の残高は117億48百万円となり、前連結会計年度末に比べ44億11百万円

の増加となりました。これは、大型装置の出荷に伴う「前受金」が増加したことが主な要因であります。固定負債

の残高は24億59百万円となり、前連結会計年度末に比べ７億97百万円の増加となりました。これは、「長期借入

金」の増加が主な要因であります。

（純資産）

 当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は53億83百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億64百万

円の増加となりました。これは、四半期純利益の計上等による「利益剰余金」の増加が主な要因であります。
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②当四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は15億47百万円とな

り、前連結会計年度に比べ２億71百万円の増加となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間の営業活動の結果、獲得した資金は８億９百万円(前年同期は10億92百万円の収入)と

なりました。これは主に、大型装置の出荷に伴う「前受金」の増加等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間の投資活動の結果、使用した資金は４億49百万円(前年同期は１億89百万円の支出)と

なりました。これは主に「連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出」等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 当第２四半期連結累計期間の財務活動の結果、使用した資金は76百万円(前年同期は３億29百万円の支出)となり

ました。これは主に「自己株式取得による支出」等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績につきましては、半導体製造装置や搬送機器での利益率の向上や海外子会社であるTAZMO VIETNAM CO.,LTD.

の売上・利益の増加等により、平成29年３月29日に公表しておりました平成29年12月期通期の連結業績予想を修正

いたしました。詳細につきましては、本日（平成29年８月10日）公表いたしました「平成29年12月期通期業績予想

及び配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 当第２四半期連結会計期間より、ファシリティ株式会社の全株式を取得し、ファシリティ株式会社及びその子

会社２社を連結の範囲に含めております。また、持分法適用会社であったクォークテクノロジー株式会社につい

ては株式の追加取得をしたことに伴い持分が増加したため、持分法適用会社から連結子会社に変更しておりま

す。 

 なお、新たに株式を取得したファシリティ株式会社及びその子会社２社に関する連結の範囲の変更について

は、当第２四半期連結累計期間に属する連結会計年度の連結財務諸表に重要な影響を与えると見込んでおりま

す。影響の概要につきましては、「四半期連結財務諸表に関する注記事項 セグメント情報等」に記載しており

ます。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,281,585 1,614,473 

受取手形及び売掛金 1,539,814 3,707,086 

電子記録債権 1,046,597 731,877 

たな卸資産 5,368,564 7,771,136 

繰延税金資産 253,432 267,628 

その他 581,546 804,167 

貸倒引当金 △337 △130 

流動資産合計 10,071,203 14,896,239 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 1,911,421 2,096,115 

機械装置及び運搬具（純額） 400,472 447,624 

土地 1,196,654 1,195,157 

その他（純額） 160,353 294,623 

有形固定資産合計 3,668,903 4,033,521 

無形固定資産    

のれん － 112,253 

ソフトウエア 23,319 25,290 

その他 5,460 6,092 

無形固定資産合計 28,780 143,636 

投資その他の資産    

投資有価証券 706 706 

その他 352,177 536,265 

貸倒引当金 △203,725 △19,867 

投資その他の資産合計 149,159 517,105 

固定資産合計 3,846,842 4,694,263 

資産合計 13,918,046 19,590,502 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,266,339 2,807,095 

短期借入金 1,691,724 2,798,673 

未払金 690,986 857,407 

未払法人税等 63,908 162,029 

前受金 2,224,860 4,593,307 

賞与引当金 53,504 91,752 

株式給付引当金 37,236 82,392 

製品保証引当金 198,188 258,794 

その他 110,265 96,590 

流動負債合計 7,337,014 11,748,044 

固定負債    

長期借入金 1,213,576 1,879,651 

株式給付引当金 49,804 74,751 

役員退職慰労引当金 88,001 21,870 

役員株式給付引当金 － 6,585 

退職給付に係る負債 153,894 158,469 

資産除去債務 73,897 80,927 

その他 83,065 237,128 

固定負債合計 1,662,239 2,459,382 

負債合計 8,999,253 14,207,426 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,627,727 1,627,727 

資本剰余金 1,549,648 1,549,648 

利益剰余金 1,508,122 2,263,232 

自己株式 △729 △300,041 

株主資本合計 4,684,768 5,140,566 

その他の包括利益累計額    

繰延ヘッジ損益 － 2,428 

為替換算調整勘定 140,348 109,017 

その他の包括利益累計額合計 140,348 111,446 

非支配株主持分 93,675 131,063 

純資産合計 4,918,793 5,383,076 

負債純資産合計 13,918,046 19,590,502 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 4,757,038 6,784,523 

売上原価 2,995,524 4,673,015 

売上総利益 1,761,513 2,111,508 

販売費及び一般管理費 1,096,962 1,333,913 

営業利益 664,551 777,594 

営業外収益    

受取利息 830 1,491 

補助金収入 46,353 53,126 

貸倒引当金戻入額 － 165,468 

その他 7,599 8,871 

営業外収益合計 54,783 228,958 

営業外費用    

支払利息 17,822 18,508 

為替差損 46,635 5,987 

その他 3,884 7,109 

営業外費用合計 68,342 31,605 

経常利益 650,992 974,947 

特別利益    

固定資産売却益 128 － 

投資有価証券売却益 － 3,560 

新株予約権戻入益 28,263 － 

受取損害賠償金 9,707 － 

段階取得に係る差益 － 14,418 

特別利益合計 38,098 17,978 

特別損失    

固定資産除却損 16,326 － 

特別損失合計 16,326 － 

税金等調整前四半期純利益 672,763 992,926 

法人税等 77,830 153,879 

四半期純利益 594,932 839,046 

非支配株主に帰属する四半期純利益 13,656 26,403 

親会社株主に帰属する四半期純利益 581,276 812,643 

 

- 7 -

タツモ㈱　　　　　　　　　（6266）　
平成29年12月期　第２四半期決算短信　



（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 594,932 839,046 

その他の包括利益    

繰延ヘッジ損益 － 2,428 

為替換算調整勘定 △171,953 △34,776 

その他の包括利益合計 △171,953 △32,347 

四半期包括利益 422,979 806,699 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 417,618 783,740 

非支配株主に係る四半期包括利益 5,361 22,958 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 
 至 平成29年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 672,763 992,926 

減価償却費 171,442 161,115 

のれん償却額 － 13,421 

投資有価証券売却損益（△は益） － △3,560 

段階取得に係る差損益（△は益） － △14,418 

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △132,075 

賞与引当金の増減額（△は減少） － 37,482 

株式給付引当金の増減額 － 70,103 

役員株式給付引当金の増減額 － 6,585 

固定資産除却損 16,326 － 

受取損害賠償金 △9,707 － 

新株予約権戻入益 △28,263 － 

売上債権の増減額（△は増加） △937,644 △545,078 

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,616,953 △1,664,293 

仕入債務の増減額（△は減少） 396,804 △262,935 

前受金の増減額（△は減少） 2,344,917 2,240,847 

その他 160,404 △44,404 

小計 1,170,090 855,717 

損害賠償金の受取額 9,707 － 

法人税等の支払額 △65,705 △29,458 

その他の支出 △21,129 △17,009 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,092,962 809,249 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 － △30,690 

定期預金の払戻による収入 － 67,205 

有形固定資産の取得による支出 △172,073 △188,916 

無形固定資産の取得による支出 △1,805 △3,556 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
－ △251,809 

その他 △15,209 △41,532 

投資活動によるキャッシュ・フロー △189,088 △449,299 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △850,000 △130,473 

長期借入れによる収入 700,000 870,565 

長期借入金の返済による支出 △185,734 △467,310 

新株予約権の行使による株式の発行による収入 7,718 － 

非支配株主からの払込みによる収入 27,581 14,429 

配当金の支払額 △16,861 △53,066 

自己株式の取得による支出 － △299,311 

非支配株主への配当金の支払額 △1,801 － 

その他 △10,368 △11,314 

財務活動によるキャッシュ・フロー △329,465 △76,481 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △65,195 △12,086 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 509,213 271,381 

現金及び現金同等物の期首残高 1,147,053 1,276,047 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,656,266 1,547,428 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当第２四半期連結累計期間において、「従業員株式給付信託（J-ESOP）」及び「役員株式給付信託（BBT）」制度

の導入により、信託が当社株式を取得したことおよび自己株式の取得に伴い、自己株式が299,311千円増加しており

ます。この結果、当第２四半期連結会計期間末において自己株式は300,041千円となっております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成28年１月１日 至平成28年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

プロセス機器 
事業 

金型・樹脂成形
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 4,063,882 693,156 4,757,038 － 4,757,038 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ 30,812 30,812 △30,812 － 

計 4,063,882 723,968 4,787,850 △30,812 4,757,038 

セグメント利益又は損失

（△） 
673,595 △9,043 664,551 － 664,551 

（注）１．調整額は、セグメント間売上の消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成29年１月１日 至平成29年６月30日） 

 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（注）２ 
 

プロセス機器 
事業 

金型・樹脂成
形事業 

表面処理用機
器事業 

売上高            

外部顧客への売上高 5,374,668 855,388 554,466 6,784,523 － 6,784,523 

セグメント間の内部売上
高又は振替高 

－ 36,279 － 36,279 △36,279 － 

計 5,374,668 891,668 554,466 6,820,803 △36,279 6,784,523 

セグメント利益又は損失

（△） 
723,237 58,634 △4,277 777,594 － 777,594 

（注）１．調整額は、セグメント間売上の消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

 ２．報告セグメントの変更等に関する情報

 当第２四半期連結会計期間より、株式会社ファシリティの全株式を取得し、株式会社ファシリティ及びその子

会社２社を連結の範囲に含めたことにより、報告セグメントを従来の「プロセス機器事業」及び「金型・樹脂成

型事業」の２区分から、「プロセス機器事業」、「金型・樹脂成型事業」及び「表面処理用機器事業」の３区分

に変更しております。 

 

 ３．報告セグメントごとの資産に関する情報

（子会社の取得による資産の著しい増加）

 当第２四半期連結会計期間において、株式会社ファシリティの全株式を取得し、株式会社ファシリティ及びそ

の子会社２社を連結の範囲に含めたことにより、「表面処理用機器事業」の報告セグメントを追加したため、当

報告セグメント資産の金額が3,672,199千円増加となっております。

 

 ４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動） 

 当第２四半期連結会計期間において、持分法適用会社であった株式会社クォークテクノロジーの株式の追加取

得により、持分法適用会社から連結子会社に変更いたしました。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第

２四半期連結累計期間においては、122,458千円であります。
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４．補足情報

（受注状況）

 当第２四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと次のとおりであります。

１．受注高

セグメントの名称 

前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年１月１日

  至 平成28年６月30日）
（千円）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年１月１日

  至 平成29年６月30日）
（千円）

前年同期比
（％）

プロセス機器事業 6,044,337 8,091,224 133.9

  半導体装置 1,382,159 2,285,029 165.3

  搬送装置 1,902,955 2,426,325 127.5

  洗浄装置 704,409 884,342 125.5

  コーター 2,054,412 2,495,526 121.5

金型・樹脂成形事業 727,398 865,732 119.0

表面処理用機器事業 － 645,757 －

合計 6,771,736 9,602,714 141.8

 （注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

 「表面処理用機器事業」につきましては、当第２四半期連結会計期間より報告セグメントに追加しましたの

で、比較情報はありません。

 

２．受注残高

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間
（自 平成28年１月１日

  至 平成28年６月30日）
（千円）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年１月１日

  至 平成29年６月30日）
（千円）

前年同期比
（％）

プロセス機器事業 8,133,286 10,968,187 134.9

  半導体装置 3,316,548 2,365,375 71.3

  搬送装置 1,358,998 1,749,812 128.8

  洗浄装置 431,949 815,034 188.7

  コーター 3,025,789 6,037,965 199.6

金型・樹脂成形事業 169,287 211,586 125.0

表面処理用事業 － 2,025,723 －

合計 8,302,573 13,205,497 159.1

 （注） 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

 「表面処理用機器事業」につきましては、当第２四半期連結会計期間より報告セグメントに追加しましたの

で、比較情報はありません。

 

- 12 -

タツモ㈱　　　　　　　　　（6266）　
平成29年12月期　第２四半期決算短信　


	平成29年12月期　第２四半期決算短信（サマリー情報Ｈ.29.8.9）-3-1.pdf
	平成29年12月期　第２四半期決算短信（本文Ｈ.29.8.8）-3.pdf

